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   1. Clinical and pathological research on Spermainvasion was undertaken with due 
references to literature on 13 cases by the Tokyo Jikeikai school of medicine. 
   2. One among 13 cases had a complication of tuberculous epididymitis. 
   3. As to the ages of patients, fiftyfive was the oldest while youngest was twenty-one, 
10 cases (77%) out of 13 cases were found in "twenties and thirties" (the greatest in 
number) in which the sexual organs were at their prime. 
   4. There were eleven cases of the right side and two cases of the left side, domestic 
and foreign literature did not state which side contracted the disease more easily. 
   5. The cheif complaint is pain and for swelling of the testicles, but this pain is not 
severe, also pain in the lower abdomen due to deferentitis is evident too. 
   6. Previous gonorrhoea cases 4, orchitis two, trauma of external genital organs 3 
cases, all interrelated with the contraction of the principal disease. There was only one 
tuberculous case. 
   7. Clinical diagnosis indicated 6 tuberculous cases, 5 nonspecific inflammation while 
the remaining two cases showed tubercular indications as the cases progsessed. 
   The following 3 points (No.  8-10) must be considered in differential diagnosis. 
   8. Infected Area Exceedingly many cases of globus minor. 
   9. Size The majority being as large as the head of the forefinger or a walnut. 
  10. Hardness : The majority being hard while the surface is smooth and not similar 
to tuberculous cases. If tuberculous indications are prevalent, there is a necessity to 
examine the prostatic gland. 
  11. As to the pathological features, the epithelium of the epididymal duct is destroyed, 
deteriorates,  flattness, metaplasia, expansion, contraction and obstruction of the duct 
becomes evident. 
   By utilizing Putt's differentiating staining method, spermatozoa in the stroma were 
closely observed. Currently, almost all domestic literature have been devoid in mentioning 
the discovery of many cases of sperma within the bloodvessel and lymphatic channel. 
   The existence of acid fast pigment as stated only in foreign publications were observed 
in the granulation tissue in seven out of 13 cases. 
  12 From the  above, six to seven cases of uncomplicated type and mixed type were
436 鈴 木 一 精 子 侵 襲 症
perceived. 
  13. As to the cause based upon various theories as here to fore and personal experi-
ments, the activity of the sperma itself is primary and that inflammations, trauma causing 
the change in the epithelium, and contraction, obstruction of the duct is only a secondary 














































精子侵襲症 とは,副 睾丸,畢 丸稀 に精管の間
質組織 内に,精 子 が侵 入して,一 種 の炎症性
肉芽腫を形成 した ものを 云 う.Kohlbrugge
(1912)は,生殖器粘膜 内に精子 が侵入す るこ
とを確 め,又Kowalewsky(1900)は,精子
が種 汝な組織 内に侵入す る事を知 つた.又
Weglin(1917,1921)は,外傷 性副睾丸炎 及び




て,詳 細な報 告をな し``Spermainvasion"「精
子侵 襲症 」 と呼称 して より,大 いに注 目される
所 とな り,次 第にその報告 がな されて居 る.本
症 に対 する名称 としては,上 記Spermainva-
sion或は``Spermaticgranuloma"以外に,
``Spermatozoalgra111110ma"「精子 肉芽腫」
な る名称 あり,叉 最近Zettergren(1958)が
``Epididymitisspermiostaticagranulo-
matosa"なる名称 が妥当である として,敢 て
この名称を提唱す ると云 つて居 る.即 ち,本 症
の発生が主 として,副 睾丸管腔 の内圧の上昇に
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(1931),再びOrs6s(1941)の報告 が あ り,組 織学







orchitisのうち5例 にみ られ た と.)Zettergren
(1958)の2例の報告 が あ る.
蘇つ て,本 邦 に 於 いて は,中 内(1944)の報 告 以 来
大森一 斉藤(1951,1952)の1例,阿部(1951)の1
例,籏 野(1951)の2例,伊 藤 一 大 黒(1952)の3例
阿部一 向山(1951,1952)の1例,田村一 長谷(1952
1953)の1例,門(1951,1952)の1例,坂野 一 松 本
一 手束(1953)の2例,豊 田(1952)の2例,神 村
(1952)の1例,伊 藤(1953)の1例,岩 田一 亀井
(1954)の1例,向山(1954)の11例,大越 の両 側 例
日東寺 一豊 田(1955)の2例,楠(1955)の9例,只
木(1955)の2例,藥(1956)の21例,宮 垣 一 山 口
(1956)の報告(症例 の 記載 不 明),中 村一 上 兼(1957)
の1例,岡 村一 別 所一 馬 場(1957)の1例,銭坂(1957)
の1例,野 崎一 束(1957)の1例,門 脇(1957)の1
例,宮 崎(1957)の1例(精 系結 核 を 合 併),倉 持 一
小板橋(1957)の1例 と漸 次 そ の 数を増 しつ つ あ る.
この うち 向山(19954)例と楠(1955)は 同一 例 の如
く,11例中2例(阿 部,阿 部一 向山 例)は 既 報 の もの
であ り,報 屋一 関(1957)8例中 に は3例 の既 報 の も
の(豊 田,日 東 寺一 豊 田例)を 含 み,又,薬21例 中に
籏 野2例 が 含 まれ て居 る否 か は 判 然 と しな い 余 も昭















で あ る.材 料 は何 れ もホ ル マ リン固 定 に よ る もので,
パ ラ フィ ソ包埋H ,E;V.GiesOI1染色,鍍 銀染 色,
Weigert氏弾性 線 維 染 色,Azan-Mallory染色,及
び 従来 本 邦 に 於 いて 行 われ なか つ たBergに よ り紹 介
され たPuttの 精子 鑑 別 染 色 法 を用 い た,

































































































































度,尿 道 より僅少な,薄 い 分泌物を認める.膿 球
(+),細菌(一),
前立腺=左側稽腫大するが表面平滑で,弾性稽硬・








































































如くみえる部等,様 々であるが,こ の膿瘍化部の如 く
見える部は,主 として喰精現象を伴 う.喰細胞 と淋巴








































































































可成 り硬い 表面は平滑,割 面は淡黄白色,中央部に
粟粒大,及び米粒大の結節あり.頭部に於ける結節周
辺は黄褐色を呈して居る.乾酪化(一),膿瘍化(一).
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以 上 の所 見 よ り,打 撲 に 起 因 した 精子 侵 襲症(un-



























































































































































































(一)尿:第 一杯,藁黄色,微 々濁,尿 糸(+)








































































れ,表 面は略平滑で,弾 性硬,睾 丸とは明確に境され
て居 り,圧 痛はない 体部,頭 部は正常.精 管は肥

































































































う感じである.尾 部より5糎 の部,精 管は 上皮が化
生,数層の扁平化を呈 し,管腔は全 く閉塞,上 皮下は
淋巴球滲潤多数なるも結核性変化はみられない.管 壁
は中等度肥厚.漿 膜下に上皮様結節2ケ所あり,淋巴
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左 右 別!主 訴 既 往 症 初診時分泌物現 病 の

























































































非 特 異 性


































































































担 指 頭 大
ク ル ミ 大














ク ル ミ 大
揖 頭 大





硬 表 面 平 滑
靱 比較的平滑
弾 性 硬
硬 表 面 平 滑
弾性硬 表面平滑
硬 粗 大 不 平
弾 性 硬
弾性靱 凹凸不平
硬 表 面 平 滑
弾 性 硬 平 滑
極めて硬凹凸不平
割 面





































副 睾 丸 管
麟 灘胤嚥
間 質 精子の存在部位1・ ・p・dl病 型
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る.感染としては(第3表),淋 疾の既往あるもの4炎 性睾丸炎1例 で,結核の既往は1例(肺 浸潤)存 在
例,患側副睾丸炎1例(性 状不明),及 び患側耳下腺 するのみである.梅毒が1例.
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差はあれ,全 例に於いて認め られる.喰 精される数
は,1～2ケ より多きは20数ケ迄である.
(v)精 子の存在部位:各症例に於ける精子の存
在部位及び,数 の比は表の通 りで,間 質侵襲精子数
と,管腔内精子数の比は大体平行するようである.管




































陳 旧な症 例 に於 い て観 察 され,肉 芽 腫 の比 較 的 周辺 に
多 くみ られ た.
以上 の 所見 よ り,単 な る精 子 の侵 襲 に よ る変化 と考
え られ るuncomplicatedtype(Friedman&
Garske)は6例に,特 殊性 炎,非 特 異性 炎 を伴 う侵
襲 症mixedtype(Friedman&Garske)は夫 々
1例,6例,計7例 を算 す る事 が 出来 る.
第班章 考 按
自験 例13例と,本 邦 文 献 上 記載 の 明 らか な る もの に
就 いて,以 下,項 を追 つ て 考 察 を行 つ て み よ う.
〔1〕 臨床 的 考 察
(i)頻 度=本 症 は従 来,比 較 的 稀 有 な る疾患 と
考 え られ て 居 たが,精 密 な 検 査 を施 行 す れぽ,そ れ 程
稀 有 な もので は な い よ うで あ る.Glassy&Mostofi
の云 う如 く,従 来 本症 が比 較 的稀 で あ る とい う 印 象
は,交 献上 比 較 的 発表 が 少 い事 に よる ので あ ろ うと
し,彼 等 の 印象 とすれ ば,決 し て稀 な もので は な い と
して居 る.彼 等 の 一 人,Glassy(1956)はMilwau-
keecountyHospita1で350例の 剖 検 中,5例 を発
見 した と云 い,恐 ら く,一 般 に知 られ て 居 る以 上 に多
い もの で あ ら うと述べ て居 る.又,Sundarasivarao
(1955)は50例の剖 検,100副 睾 丸 か ら2例(2%)
の精 子 侵襲 症 を発 見 した.又,KingはMelbourne
大 学 の 病 理学 教室 で10年間 に9例,報 告 して居 る.吾
々 の教 室 に於 け る頻 度 は(第8表)の 通 りで 男 子外 来
患 者 数 に 対す る比 率 は大 体0.3～0.4%位 と考 え られ
る.
又,同 期 間 中 に於 け る副睾 丸 手 術 総 数103例に対 す
外来患老数に対する頻度(第8表)






外 来 総 数
δ

























る比 率 は,12.6%で,結核 に 合併 す る1例 を 除け ぽ,
11.7%であ る.向 本(1954)は結 核性 副睾 丸炎 を 思 わ
しめ る151例中,4例(2.696)の 精 子 侵襲 症 を 発 見
し,結 核 に合 併 して見 られた7例 を合 計 す る と11例
(7.3%)の多 数 に上 る と報 告 して居 る.
(ii)年令的 分 布:Glassy-Mosto丘の年 令 分 布
をみ る と,最 高74才,最 低18才,50%は30才代,20%
は40才代 で,80%は40才以 下 が 占 め る.
本 邦 に於 け る記 載 の 明 らか な50例に 就 い て,分 布 を
み る と,最 高55才,最 低21才で20才代 が 約過 半 数 を 占
め,30才代 を 含 め る と84%を占め,前 者 の 数字 と酷 似
す る.即 ち,本 症 はGlassy・Mostofiの云 う如 く,
450
(第9表)


























性 機 能 の最 も活 澄 な年 代 に 最 も 多 い事 に な る(第9
表)
(iii)人種 別:Glassy-Mosto丘の 記 載 に よれ ぽ
58例中,50例が 白人,8例 は 黒 人 であ つ た が,入 院 患
者 に 対す る比率 か らみ る と稻 黒 人 の方 が 多 い とい う。
(iv)罹患側:罹 患側 は(第10表)の 通 りで,
Glassy・Mosto丘例,本 邦 例 と もに,特 に何 れ か 一側
に 好発 す る と云 う傾 向 は見 られ ない が,自 験例 に 於 い
て は,圧 倒 的 に右 側 に多 か つ た.
既往症(30例に就き)









副 睾 丸 炎 3










(1956) 蓉腰 脇 鰍例































(vi)症状 発 現 よ り初 診 時 迄 の期 間:Glassy-
Mostofiの例 を み る と,1日 よ り30年迄 で39例中3/4
は5年 以 内 で あ る.本 邦 例 で は この 点極 め て確 実を期
し難 い が,大 体に 於 い て早 期 治 療 が 多 く1ヵ 月以内が
多 い よ うであ る.
(vii)症状:最 も屡 々見 られ る症 状 は,副 睾丸の
腫 脹 と痺 痛 で,Glassy・Mostofiの60例中,腫 脹48例,
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例(75%),下 腹 部 痛11例(31%)で あ る・ 即 ち・ 腫
瘤 は殆ん ど全 例 にみ られ,疹 痛 は3/4に み られ る.
疹 痛は 自発 痛,圧 痛 を訴 え,夫 々,7例,12例 を 算 す
る.疹 痛 の程 度を 記載 した11例を み る と,10例が 軽 度
疹 痛 で1例 が 中等 度 痙 痛 を訴 へ る.血 精 液2例 は,何
れ も睾丸 部打 撲 後み られた もの で あ る.
(viii)理学 的所 見:
e)腫 脹 部位:腫 瘤 触 知 部位 の 記載 あ る42例に
就 いて み る と,(第13表)の 如 くで,尾 部 が圧 倒 的 に
多 く59.5%で,次いで 頭 部に み られ る.尾 部 に関 係 あ
るものは33例(78.6%)であ る.こ の 関係 はGlassy-





撫 指 頭 大







小 指 頭 大





















































































軟 骨 様 硬
極 め て 硬
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性 状1 例
平 滑
比 較 的 平 滑
凹 凸 不 整































































































る訳で,更 に前立腺液中の膿球,結 核菌の検査を行 う










































































mentであ り,之 は60例中23例(38.3%)にみ られ,







































Glassy-Mostofiの60例に就 い て の組 織所 見 を み る
と,(第19表)の 通 りで,こ の表 の 中,従 来,本 邦 に
於いて顧 み られ なか つ た 点 はphagocytosisofpig一
し,常 に 肉芽 組 織 の 周辺 に 多 く,或 は 之 よ り離 れ た所
に あ る事 もあ る.こ の色 素 は黄 金 色,黄 褐 色 を 呈 し
sudanophilicで,恐ら くは輸 出小 管 上 皮内 に あ る も
の と 同 一 なlipochromeであ ろ う と して 居 る.又
Bergの謂 う精子 の分 解 産物 た る``secondlipidfrac-
tioロ"も直接,間接 に,肉芽 腫 形成 に 関与 す る と云 う.
余 もBerg(1954)の紹 介に よるPuttの 変 法 た る
Acidfaststainingによつ て,組 織 内精 子 及 びA.F.
P.の 検 出 を行 つ た.即 ち,本 染 色 に よつ て 精子 の存
在 部位,数,形 態 を充 分 に綿 密 に 検索 す る事 が 出来
た.即 ち極 く少 数 散布 性 に 存在 す る場 合,血 管,淋 巴
管 内に 存 在 す る場 合,従 来 の 本邦 文 献 上,精 子 を発 見
した 報 告 は ない に拘 らず 高 率 に発 見 出来 た事 は,本 染
色法 に よつ た 為 であ る と 考 え られ る.精 子 の頭 部 の
Posteriorhalbが桃 紅 色 セこ染 ま り,中 間 部(middle
piece)及び 尾 部(tai1)は染 ま らず,時 に尾 部 が微 細
に,淡 明 に 後染 色 に 依つ て 染 色 され る事 があ る.併
し,組 織 内 に於 い て は,大 部 分 が頭 部 の み染 色 され,
head・cap-regionは染 色 され ない.A.F.P.は自験例
13例中,7例 に認 め られ,同 時 にS.P.も発 見 され た.
本 邦 に 於 い ては 本 症 に 対 してacidfaststainingを
応 用 した研 究 は 未 だ発 見 す る こ とは 出来 な い,外 国文
献 と して は,Spjut-Thorpe(1956)は,12例中7
にacidfastmateria1を認 め て 居 り,King(1955)
の9例 中 に も之 を 認め て 居 る.以 上 は 精 子 の間 質 内 侵
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入 と,こ れ に対 す る組 織 の反 応 と して の 肉芽 組 織 の 形
成 で あ るが,こ れ 以外 に,明 らか に,非 特 異 性 又 は 特
異 性(結 核)病 変 の共 存す る場合 があ る.こ の間 の 関
係 をFriedman&Garske(1949)が前 者 をun-
complicatedtype,後者 をmixedtypeと区 別 した.
本 邦 文 献上,土 屋 等 の8例 中,精 管 断 端 に 於 け る精 子
侵 襲 症 が1例uncomplicatedtypeで,副睾 丸 に 於
け る7例 は 凡 てmixedtypeで あ つた と報 告 し,察
は21例の 全例 がmixedtypeで 結核 性 炎症 に併 発 し
た もの7例,非 特 異性 炎症 に 併発 した も の14例で あ つ
た と云 いuncomplicatedtypeの稀 な る こ とを述 べ
て 居 る.又,楠 に よれば119例 の別 除 副睾 丸 中11例に
精 子 侵襲 症 が 見 られ,7例 が結 核 を 合 併 し,4例 は
uncomplicatedtypeであ つ た と云 う.土 屋等 に よ
れ ぽuncomplicatedtypeの得 られ なか つ た理 由は
何 れ も,発 病 後 の期 間 が短 か つ た為 で,如 何 な る場 合
で も,始 め炎 症 乃至 変 性 が あ り,二 次 的 に,精 子 侵襲
が 起 り,そ の後,結 核 等 の場 合 を 除 き,多 くの非 特 異
性 炎症 が 消槌 す るにつ れ,次 第 に純 粋 と考 え られ る



















































































































雄 羊副 睾 丸炎 に 於 い て,管 周 囲 組 織に 精 子 の侵 襲
(Extravasation))をみ る ものが あ るが,管 上 皮 に
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は認 む べ ぎ形態 学 的 変化 は な く,通 常 み られ ない 型 の
Brucellaの感 染 に よ る もので あ る(Simmonsand
Ha111953)とい う.こ う云 う点 か ら,彼 は 人 間 の精
子 侵 襲症 に於 い て も細 菌 学 的 研究 で も,未 解 決 な,異
型 の感 染;之 に よる初 期 変 化 の存 在 を想 定 して居 る.
後 老 に 属す る もの と して,特 に 炎症 に そ の 因 を求 め
る もの に,Ors6sの第 二例,Friedman&Garske,
Cronqvist(1949),神村(1952),楠(1955),Sun-
drasivarao(1955),King(1955),Glassy-Mostofi
(1956),土屋 一 関(1957)等が あ る,こ の炎 症 は,
必 ず し も,細 菌感 染 に よ らな くて もよい 訳 でGlassy-
Mosto丘例 に は,炎 症 が あ りな が ら細 菌 の 発見 され な
い もの が あ る.又,Kingは,前 述 の如 く,精 子 自身
の運 動性 獲 得 を 重視 して居 るが,他 面,感 染匠 よ る細
胞 間 物 質 の変 化 を強 調 し,こ こ よ り精 子 の 侵入 す る こ
とを 認め て居 る.又,Graves&Engelは 犬 の 精 管
に無 菌 尿 を逆 行性 に注 入 して,副 睾 丸炎 を 惹起 して居
る.こ の実 験 よ り,彼 等 は人 間 に 於い て,尿 が 膀 胱 に
充 満 して居 る時,体 動 等 に よ る腹圧 の 増 加 に よ り,副
畢 丸 管 内 に尿 の 逆流 を来 し,副 睾 丸炎 が 惹 起 され る可
能 性 を 示唆 して居 る.
外 傷 に よる管 上 皮 の 破壊,損 傷 を第 一 義 とす る説
は,大 森一 斉 藤,Granberg,Friedman&Garske,
岡 村一 別 所一 馬 場(1957),銭坂(1957)等で,外 傷
も明 白な ものか ら意 識 に 上 らな い もの,或 は記 憶 か ら
遠 のい て 居 る もの で も よい と され て居 る.Glassy-
MQsto丘は,60例 とい う多 数例 の検索 か ら,管 内 圧 上
昇,管 壁 破壊 の2つ が発 因.の重 要 な る 機 序 であ る と
し,こ れ らの変 化 を副 睾 丸 組織 に 認め て居 る.こ の炎
症 は感 染,或 は 外 傷 に よ る二 次 的 変 化で,特 に予 め存
在 す る病 巣 に注 意 すべ きで あ る と して居 る.又Spjut
&Thorpeは12例の睾 丸 副 睾丸 の 精子 侵 襲 症(この 中,
5例は 副 睾 丸侵 襲症)中6例 に外 傷 あ り,外 傷 が この
疾患 の 最初 の要 因 で あ る とし て居 る.又,病 変 部 よ り
下 部管 腔 或 は精 管 の狭 窄,閉 塞 に よる 管 内圧 の上 昇 を
重 要 視 す る もの に はCronqvist(1949),楠(1953,
1955),Zettergren(1958)があ り,Cronqvistは管
内圧 充 進 が 本症 の 最 も重 要 な 原 因で,上 皮 の 破壊 も内
圧 充 進 に 依 る もの で あ ろ うとし,場 所 に よつ て は,既
往 の炎症,或 は 急性 炎 症 に よ り,上 皮 の抵 抗 力 の減 退
を認 め て居 る.Zettergrenは特 に,内 圧 充 進 に そ の
発 因を 求 め,``Epididymitisspermiostaticagra_
nulomatosa"なる名 称 を 提 唱 し度 い と述 べ て居 る.
即 ち彼 の2例 に於 い ては,管 腔 拡 大,精 子 停 滞,
(Spermiostasis),精子 濫 流(Extravasation)のみ


























以 上 の二 説 の折 衷 説 と も称す べ き もの と して 田村一
長 谷,岩 田一 亀 井,只 木,中 村一 山 県(1957)等は 炎
症 又 は外 傷に よ り,上 皮 の 破壊,損 傷が 起 り,此 処 よ
り拡 散 因 子(Spredingfactor)～恐 ら くはHyalu-
ronidaseの作 用 に よ り,精 子 の 侵入 を助 長 す る と考
え て居 る,察は 田村一 長谷 の推 定 したHyaluronidase
と間 質 結合 織 の 基礎 物 質 で あ るHyaluronicacidの
相 互 関 係 を追 求 し よ うとし たが,材 料 が 悉 くホ ル モ ー
ル 固 定 で証 明出来 な かつ たが,然 し,こ の説 を 支持 し
度 い と述 べ て 居 る.又,大 越 は 副睾 丸頭 部 に於 け る輸
出管,細 精 管 移行 部に精 子 の侵 出 を認 め,頭 部 細精 管
の拡 張,Spermaagglutinationの所見 か ら精子 の欝
積 状態 を推 定 し,他 方,Metachromasie染色 で 侵襲
精 液 中 のHyaluronidaseが活性 の もので あ る とし て
居 る.他 方,外 国 文 献で はSpredingfactorに言 及
し て居 る もの と しては,Friedman&Garske(1949)
はgranulomatousorchitisでhyaluronidaseの
役 割 を可 能性 と して認 め,King(1955)はHyalu-
ronidaseは上皮 細 胞 間物 質に は 影 響な く,唯 上 皮 欠





























































































































分泌物,排 尿痛,尿 澗濁等もな く,排尿回数も正常で
あるが,3日 前から左睾丸部の有痛性腫脹に気付き,
特に歩行時,この疹痛は増強する.




















































































































1.昭 和27年1月 より昭和33年7月迄,慈 大
泌尿器科教室 に於 いて,経 験 した精子侵襲症13
例に就 いて,臨 床的,組 織学的研究をなし併せ
て丈献 に基 いて考察を試みた.





4.内 外丈献 では,特 に好罹患側 はないが,
自験例では右側が11例,左側2例 であつた.
5.主 訴は睾丸部腫瘤 と痙痛 であるが,疹 痛
は比較的軽度で,精 管炎 による下腹部疹痛 もみ
られ る.
6.既 往 歴は淋疾4例,睾 丸炎2例,外 傷3
例で,之 等 は本症 の発生 と密接 なる関係 を有 す
る.結 核性疾患は1例 だけである.
7.臨 床診断は結核性6例,非 特異性炎5例
で,他2例 は経過 と共 に結核 を疑つたものであ
る.鑑 別診断 として考慮すべ き 点は 次の3点
(8～10)である.
8.病 変部 位:尾 部(69%)が圧倒的 に多い.
9.大 き'さ:示指頭大 より胡桃大位迄 が大部
分を占め る.
10.硬度:大 部分 が弾性硬,表 面 は平滑の も
のが多 く,結 核 と自 ら異 る.な お結核 を疑 う時




扁平化,化 生,管 腔拡大,管 腔狭小化,管 腔閉
塞等 がみ られ,Puttの精子鑑別.染色法 に より,
精子 の間質内に於 ける態度を詳細 に観察す る事
が出来た。即ち,従 来,本 邦丈献 には殆 ん ど発
表 をみない 血管内,淋 巴管 内精子 を 多数例 に
発 見した.同 時 に外 国丈献 にのみ 記載 される
A.F.P.の存在を13例中7例 に,肉 芽組織部に
見 出す ことが出来た.
12.如上 の所見 か らuncomplicatedtype,
は6例,mixedtypeは7例 であつた.
13.本 症の発因に就 いて従 来の諸説 を検討 し
,且 つ 自験例に於 ける所見 より,精 子 自体 の活
動性が第一義的 なものであつて,=炎症,外 傷等
に よる管上 皮の変化,末 端部管腔 の狭窄,閉 塞
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鈴 木 精 子 侵 襲 症
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細胞間精子侵入,
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